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科学者との懇談会：令和３年１０月３０日（土）１０：００～１１：３０ 
公開学術講演会：令和３年１０月３０日（土）１３：３０～１６：３０ 

 

 

オンラインによる開催 

 

 

科学者との懇談会：女性研究者をめぐる状況の把握と改善 
公開学術講演会：災害と文明 ―災害に対する社会の対応― 
 

 

 13：30 開会挨拶 

① 日本学術会議副会長挨拶 

     望月 眞弓（第 25 期日本学術会議副会長、慶應義塾大学薬学部特任教授） 

② 日本学術会議東北地区会議代表幹事挨拶 

  佐藤 嘉倫（第 25 期東北地区会議代表幹事、東北大学大学院文学研究科教授、 
京都先端科学大学人文学部学部長・教授） 

  13：40 講演 

     第一部：東日本大震災から 10 年 

①  ｢南海トラフ巨大地震・富士山噴火・首都直下地震に備える｣ 

     鎌田 浩毅（京都大学レジリエンス実践ユニット特任教授・京都大学名誉教授） 

② 「被災地域農業再編と創造的復興：新たなフードシステムのデザイン」 

     小山 良太（東北地区会議連携会員、福島大学農学群食農学類農業経営学教授） 

     第二部：歴史に学ぶ：ヒトの移動に伴う感染症の移動 

③ 「人類と感染症の歴史に学ぶ」 

     加藤 茂孝（保健科学研究所学術顧問） 

④ 「新型コロナウイルスの生存戦略は巧みだ：変異ウイルスの出現と今後の対応」 

     水谷 哲也（東京農工大学附属感染症未来疫学研究センター長・教授） 

⑤ 「エボラ制圧を目指して：シエラレオネにおける研究とワクチン開発」 

     渡辺 登喜子（大阪大学微生物病研究所教授） 

  16：10 質疑応答 

  16：30 閉会挨拶 

      髙井 伸二（東北地区会議会員、北里大学名誉教授） 

  （司会進行：髙井 伸二） 

 

 
    約１００名 
 

日日  時時  

開開催催方方式式  

テテーーママ  

講講演演会会次次第第  

講講演演会会参参加加者者  
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「科学者との懇談会（東北6県各大学の女性研究者との懇談）」に参加して

国立大学法人東北大学 国際文化研究科 准教授
ジョン ヒョンジョン

鄭 婿婢

「女性研究者をめぐる状況の把握と改善」というテーマでオンラインによる懇談会が行われ

ました。 参加者は東北6県各大学の女性研究者9名と日本学術会議会員・遮携会員10名の合

計19名です。 このような懇談会に初めて参加したので、私は最初緊張しましたが、 司会を担

当してくださった佐藤嘉倫先生を初め、日本学術会議会員・連携会員の優しい声がけもあり、

自由に意見を交換できたのではないかと思います。

参加した東北6県各大学の女性研究者は様々な研究分野に属している若手からベテランの研

究者で、それぞれの分野と立場で、これまでの経験を話し合いました。 主な内容は、出産・育児

等の期間中の研究活動を支援・代替する者の配置等の環境整備が不十分であること、出産・育児

等による女性研究者の研究活動を再開·継続するに当たって生じる諸課題（特に昇進・評価にお

ける不平等）などについて、それぞれの大学での事例などが紹介されました。徐々に改善されて

いるものの、大学の規模、専門分野、大学内でも部局によっては、その基準やその適用方法が異

なることがあり、今後も改善していく必要があることが議論されました。 また、学内の育児支援

制度や保育支援などは着実に良くなっていますが、学会出張など様々な外部研究活動に関して

は、育児と研究を亜行することに苦労する場面も多く、学術会議全体での理解と支援制度を考え

る必要があることも議論されました。 さらに、職位が上がるほど、女性教員割合が減少し、大学

の政策決定における女性研究者の参加が少ないことなども間題としてあげられました。 色々な

原因が考えられますが、政策決定に参加できる女性研究者の育成も重要であることが話し合わ

れました。 日本学術振興会における若手研究者の支援制度に関する取り組みについても説明が

ありました。個人的には日本学術振興会のPD·RPDとして大変お世話になりましたので、今後

も支援制度を通して、女性研究者の研究活動を後押ししてほしいと思います。

懇談会には、若い世代のロールモデルとして活躍なさっている女性教授も参加し、先生方が

これまで奮闘してこられたお話は、とても心に響きました。 その当時と比べれば、今は男女共

同参画に関する支援や理解が着実に改善されていると思いました。 自分も次の世代によいロー

ルモデルになれるように、できることを精一杯やっていきたいと強く思います。 懇談会に参加

してくださった男性研究者も政策の改善に力を入れてくださっていることを聞いて、とても心

強く思いました。 男女共同参画社会を実現するためには、男女力合わせて、男女共に、研究し

やすい、働きやすい社会を作っていく必要があると思います。 懇談会の参加を通して様々なこ

とを学べる貴重なチャンスをいただいたこと、心より感謝申し上げます。
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公開学術講演会「災害と文明：災害に対する社会の対応」を終えて
日本学術会議第二部会員

北里大学 名誉教授

高井 伸二

,

日本に暮らしていると、 台風、 地震、 火山噴火などの自然災害に日常的に接し、 時として、

記憶に強く残る大災害に遭遇する体験を持たれておられると思う。 私事で恐縮だが、 筆者の実

体験、 今でも記憶に強く残る自然災害を挙げると、 幼少期の伊勢湾台風、 学生時代の有珠山の

噴火による札幌での火山灰、 北里大学十和田キャンパスでの三陸はるか沖地震と東日本大震災

がある。 先人が日本列島に辿り省いた時代から、 台風、 地震、 火山噴火は地理的立地条件によ

る宿命的に繰り返される自然災害だと理解されていたと思われるが、 それら災害に対する古の

人々の知恵が私たち祖先の命を守り、 また、 守り切れなかったこともあった。

発生から10年を経過した東日本大震災は、 死者181,131名と行方不明者2,829名という未

曾有の地震と津波による大災害で、 さらに福島第一原子力発電所事故を引き起こしてしまっ

た。 この事故は、 福島県を含めた広範囲に放射能汚染を起こし、 チェルノブイリ原発事故以

来の最も深刻なレベル7となった。 絶対的な安全「生を過信した現代人への警鐘は幾度も発せ

られていたのであろうが、 それを生かし切れなかった一例として、 改めて反省したい。

同じような現代人の過信の一例として抗生物質がある。 20世紀中盤から後半には「人類は

感染症をコントロールできる時代になった、 感染症の時代は終わった」といわれた。 しか

し、 抗生物質が製剤化された早い段階から薬剤耐「生菌が生まれ、 20世紀終盤から21世紀の

始まりには、 HIV/AIDS、 エ ボラ出血熱、 新型インフルエンザ、 出血性大腸薗0157、 SARS 

MERS、 そして新型コロナウイルス感染症などの新興感染症が出現し、 本原稿の執筆時点で

は、 新型の変異オミクロン株が世界中を席捲する勢いである。

令和3 年10月3 0日に開催された公開シンポジウム「災害と文明：災害に対する社会の対

応」では、 鎌田浩毅先生にはこれから予想される地震・火山噴火、 小山良太先生には東日本大 

震災の被災地復興、 加藤茂孝先生には人類と感染症の歴史、 水谷哲也先生には新型コロナウイ

ルスの変異ウイルス出現と今後の対応、 渡辺登喜子先生にはエ ボラ出血熱の制圧について、 ご

講演を頂いた。 本講演会の意図は「災害に対する社会の対応」について、 過去に遡り、 過去か

ら学び取ることと、 新たな科学技術で大災害に対する予防・予知・防御することを推し進める

ことを再確認する、 私たち自身への問い掛けであり、 極めて有意義な時間となった。
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氏 名 所 属 分 野 氏 名 所 属 分 野

西條 芳文 東北大学 基礎医学 野家 啓一 東北大学 哲学立命館大学

佐々木 郁子 東北学院大学 経営学 橋本 優子 幅島県立医科大学 基礎医学、 臨床医学

佐々木 啓一 東北大学 歯学 長谷河 亜希子 弘前大学 法学

佐々木 公明 尚網学院 経済学、 環境学 花輪 公雄 山形大学 地球惑星科学

佐藤 弘夫 東北大学 哲学、 史学 原 純輔 東北大学 社会学

佐藤 れえ子 岩手大学 食料科学、 臨床医学 平野 愛弓 東北大学 総合工学

島田 義也 環境科学技術研究所 基礎医学 平本 厚 東北大学 経済学

下野 裕之 岩手大学 農学 古原 忠 東北大学 材料工学

庄子 哲雄 東北大学 機械工学、 材料工学 本間 香貴 東北大学 農学

杉本 諭 東北大学 材料工学 増田 聡 東北大学 地域研究 、 土木工学・建築学

住井 英二郎 東北大学 情報学 松八重 一代 東北大学 環境学、 経済学

関ロ 仁子 東北大学 物理学 圏山 重直
八戸工業高等専門学校 機械工学、 総合工学

東北大学

曽我 亨 弘前大学 地域研究 三島 和夫 秋田大学 臨床医学

高田 昌樹 東北大学 総合工学、 化学 宮本 ともみ 岩手大学 法学

高梨 弘毅 東北大学 材料工学、 総合工学 武藤 由子 岩手大学 農学

竹石 恭知 福島県立医科大学 臨床医学 宗像 鉄雄 産業技術総合研究 機械工学
両斤

田中 真美 東北大学 機械工学 持田 灯 東北大学 上木工学·建築学

千葉 柾司 東北大学 物理学 本橋 ほづみ 東北大学 基礎生物学、 基礎医学

寺崎 哲也 東北大学 薬学 森田 康夫 東北大学 数理科学、心理学・教育学

寺田 県
ヒ

� ｛；生ロ 東北大学 化学 柳原 敏昭 東北大学 史学

寺田 幸弘 秋田大学 臨床医学 山川 充夫 福島大学 地域研究、 地球惑星科学

天童 睦子 宮城学院女子大学 心理学・教育学、社会学 山下 俊一 福島県克医科大学 臨床医学益子科学技術研究開発機構

時任 静士 山形大学 材料工学、電気電子工学 山下 正廣 東北大学 化学

徳山 英利 東北大学 化学、 薬学 山下 まり 東北大学 食料科学、 農学

直江 清隆 東北大学 哲学 山田 ギ早万口
東北大学 臨床医学杜の都産業保健会

中澤 俊輔 秋田大学 政治学 山本 雅之 東北大学 基礎医学

永次 史 東北大学 薬学、 化学 湯村 和子 東北医科薬科大学 臨床医学

中谷 友樹 東北大学 地域研究 吉沢 豊予子 東北大学 健康·生活科学

東北大学
中山 啓子 東北大学 基礎医学 古野 博 秋田大学 +．木工学・建築学、 健康•生活科学

前橋工科大学

南條 正巳 東北大学 農学

以上117名

10 10






